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イ　国際的にみて日本では「自分は健康」と考

えている人が多い

我が国は平均寿命だけでなく、健康寿命も世

界で最も長いが（第１章第１節８ページ参照）、

健康についての高齢者の意識をアメリカ、ドイ

ツ、フランス及び韓国の４カ国と比較してみて

も、「健康である」と考えている者の割合は、日

本が64.4％で最も高い結果となっている。なお、

日本に次いで高いのはアメリカ（61.0％）で、以

下、フランス（53.5％）、韓国（43.2％）、ドイツ

（32.9％）の順となっている（図１－２－28）。

ウ　国際的にみて高齢者が医療サービスを利用

する割合は高い

65歳以上の受療率（高齢者人口10万人当たり

の推計患者数の割合）は、平成17（2005）年に

おいて、入院が3,639、外来が11,948となってお

り、他の年齢階級に比べて高い水準であるが、

近年は安定的に推移している（図１－２－29）。

高齢者の受療率が高い主な傷病をみると、入

院では、脳血管疾患（男性697、女性847）、悪性

新生物（がん）（男性511、女性254）となってい
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資料：内閣府「高齢者の生活と意識に関する国際比較調査」�
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ついての意識（国際比較）
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る。外来では、高血圧性疾患（男性1,426、女性

1,981）、脊柱障害（男性1,300、女性1,310）とな

っている（表１－２－30）。

高齢者の死因となった疾病をみると、死亡率

（高齢者人口10万人当たりに対する死亡者数の

割合）は、平成17（2005）年において、悪性新

生物（がん）が976.2と最も高く、次いで心疾患

585.0、脳血管疾患456.1の順になっており、これ

ら三つの疾病で高齢者の死因の約6割を占めて

いる（図１－２－31）。

医療サービスを日頃どのくらい利用するかに

ついてアメリカ、ドイツ、フランス及び韓国の

４か国と比較すると、日本は「健康である」と

考える者は他の国よりも多いものの、医療サー

ビスの利用状況は「ほぼ毎日」から「月に１回

くらい」の割合の合計が56.8％と韓国（56.7％）

資料：厚生労働省「患者調査」（平成17年）より作成�
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とともに他の国と比較して高くなっており、医

療サービスの利用頻度が高くなっている（図

１－２－32）。

（2）高齢者の介護

ア　高齢者の要介護者等数は急速に増加してお

り、特に後期高齢者で割合が高い

介護保険制度における要介護者又は要支援者

と認定された者（以下「要介護者等」という。）

のうち、65歳以上の者の数についてみると、平

成17（2005）年度末で417.5万人となっており、

12（2000）年度末から170.4万人増加しており、

高齢者人口の16.6％を占めている（図１－２－

33）。

また、前期高齢者（65～74歳）と後期高齢者

（75歳以上）について、それぞれ要支援、要介護
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図１－２－32 医療サービスの利用状況（国際比較）
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の認定を受けた者の割合をみると、前期高齢者

は要支援の認定を受けた者が0.9％、要介護の認

定を受けた者が3.9％であるのに対して、後期高

齢者で要支援の認定を受けた者は4.9％、要介護

の認定を受けた者は24.7％となっており、後期

高齢者になると要介護の認定を受ける者の割合

が大きく上昇する（表１－２－34）。

介護保険制度のサービスを受給した65歳以上

の被保険者は、平成18年4月審査分で341.9万人

となっており、男女比でみると男性が27.8％、

女性が72.2％となっている。

さらに、介護サービスの利用実態をみると、

軽度の者は居宅サービスの利用が多い一方、重

度（要介護４又は要介護５）の者は施設サービ

ス利用が半数を超えている（表１－２－35）。

要介護者等について、介護が必要になった主

な原因についてみると、「脳血管疾患」が25.7％

と最も多く、次いで、「高齢による衰弱」16.8％、

「骨折・転倒」10.8％、「認知症」10.7％となって

いる。男性の「脳血管疾患」が41.3％と特に高

くなっている（図１－２－36）。

イ　主に家族（とりわけ女性）が介護者となっ

ており、「老老介護」も相当数

家族の中ではだれに介護を望むのかについて

みると、男女とも「配偶者」の割合が最も高い

が、女性は「娘」の割合も高くなっている（図

１－２－37）。前回調査結果と比較すると、「配

偶者」の割合が増加し、「嫁」の割合は減少して

いる。

資料：厚生労働省「介護保険事業状況報告」（平成17年度）、�
総務省「人口推計」（平成18年３月確定値）より算出。�
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表１－２－34 前期高齢者と後期高齢者の

要介護等認定の状況
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表１－２－35 介護保険サービスの利用状況
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要介護者等からみた主な介護者の続柄をみる

と、約７割が同居している者が主な介護者とな

っている。その内訳をみると、妻が16.5％、息

子の妻が19.9％、娘が11.2％などとなっており、

これらを合計すると49.5％と女性が主な介護者

のほぼ半数を占めている。

一方で、男性が主な介護者となっている割合

は16.6％と少なく、夫（8.2％）と息子（7.6％）

はほぼ同じくらいの割合となっているが、娘の

夫は0.4％と1％に満たない（図１－２－38）。
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図１－２－37 家族の中ではだれに介護を望むか




